






















































芝 野 元 道
FA中心は本学の大倉研究室において約30年の期間にわたって国際●
的な視野のうちで研究されてきた色中心である｡FA(Li)中心が固体レー
ザーとして安定な媒質であることは約15年前Mollenauerによって示さ
れたが､実現困難な技術の一つとして数えられている｡本論文の著者は
FA(Li)中心によるカラーセンターレー ザーの試作を試み､数々のノウ
ハウを樹立して､そのレーザー化に努力し､YAGレーザーの二次高調
波励起により2.40(〃m)から3.05(〃m)の波長帯に至って同調可
変のレーザー発振を実現したものである｡特に工夫を要した点は､アル
カリハライド結晶の着色技術､レーザー媒質の端面研磨法､発掘キヤヴィ
ティーの設計と自作､などであり､その詳細を本論文に記載している｡
レーザー性能のうちその単色度は2.668(nm)で0.8(nm)と測定し
ている｡出力は100(mv)励起において3.串(mv)で､slopeefficienc
yは4%､内部損失は15%と見積りを行なっている｡そのうち後者は､
ミラー､窓による損失が9%､表面における損失が4%､内部吸収か2
%から成るとの評価をしている｡
このようにして開発したレーザーを用いてH20ガスの吸収測定と固
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